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会長時間

　　会長　　川中 敬三

第4例会唱和　ロータリアンの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

『１）個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準を持って行動す

る。 　２）取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対して尊重

の念をもって接する。 　３）自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導

き、特別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会や世界中の人びとの生活の質を高める。 　４）ロータリーや

ほかのロータリアンの評判を落とすような言動は避ける。』 

6月度第4例会を迎えました、今夜の例会で2015～2016年度の行事が全て終了し、あとは臨時理事会、総会

で終了します。本年度は創立25周年記念行事と小川ガバナー補佐排出クラブとしての支援が主なポイントで

した。台湾にも行きましたし、楽打会のピンチヒッターもやりました。済んでしまえばアッと言う事のようですが、

色々と勉強しました。１年間メンバーの方々に色々支えて頂き感謝申し上げます。

新入会員が思ったほど入会して頂けなく申し訳ありませんでした。新入会員入会時のスピーチで申したことを

もう一度申し上げておきます。 

新しい仲間が増えるにつけ以前申し上げたことが頭に浮かびましたのでもう一度申します。遠慮（えんりょ）とは

―――遠きを慮（おもんばか）ることである。遠きには二つの意味がある。時間的な遠い将来と、空間的な広が

りである。良き人間関係を保つにも遠慮は必要で、そのために我々の先祖は礼という規範をつくった。時空間

の遠きに思いを馳せ、人に対しては言動を控えめにする、それができる人を大人という。

その反対に、遠慮を知らず、礼を弁えない人は幼児性の域を脱しえない人ということになり心したいことであ

る。論語に「人、遠き慮（おもんばかる）なければ必ず近き憂いあり」もし人が遠い将来を見通し、広く周囲を見

回して深い思慮を巡らせておかないと、必ず手近なところに、憂うべきことが起きてくる、ということである。

ロータリーの友10月号の弘法大師とロータリーという蘭に、「一生を終えてのちに残るものは、自分たちが集め

たものではなく、われわれが与えたものである」、と書いてあり、さらに利他行を実践することが、世の為、人の

為、世界の為になるとあります。以上心に刻み日々の暮らしに生かしていきましょう。 

過ぎ去ってしまえばあっという間の1年間、浅学菲才な私を支えて頂いた会員諸兄、特に陰に陽に力になって

頂いた武田副会長、幹事の大役を果たしてくれた高野君、そのサポートをしっかりやってくれた吉田副幹事、

途中から社長業を受け何かと時間の取れない中手伝ってくれた船場副幹事にお礼を申し述べ最後のスピー

チと致します。 

今回の例会（７月６日）

2016-2017年度 会長就任挨拶

賀谷 俊幸 会長

次回の例会（７月１３日）

決算報告・ 事業計画予 算説明

出席報告
（例会運営委員会）

6月22日(水)出席者

会員総数 53名 ご来賓 0名

出席会員 45名 ご来客 0名

欠席会員 8名 ゲスト 1名

【例会】　毎週水曜日(12:30～13:30)　／　リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町6-78）　／　082-502-1121

【会長】川中 敬三 【事務所】広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13F 【TEL】082-221-4894
【幹事】高野 憲一郎 【ホームページ】http://www.ryohoku-rc.jp/ 【FAX】082-221-4870
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幹事報告
（高野憲一郎）

■お知らせ

・ 本日が本年度最終例会です。次年度よりＢＯＸの位置が変

わりますので、ＢＯＸの中に文書等が残っておりましたら、
全てお持ち帰り下さいますようご協力をお願い致します。 

・ ７月プログラムを配布しております。７月会費のご案内は７

月１３日の臨時総会終了後のご案内となりますのでお知ら

せ致します。 

・ 次週の例会は2016-2017年度 賀谷俊幸会長の卓話となり

ますので、お知らせ致します。 

・ 本日発行の週報を受付へ置いておりますので、お持ち帰り

下さい。 

　 最 終 夜 間 例 会

会長バッジ引継 点鐘引継

開会挨拶・乾杯
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　 最 終 夜 間 例 会

小川ＡＧへテーマ旗 川中会長へテーマ旗

会長幹事へ花束贈呈
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　 最 終 夜 間 例 会

閉会挨拶 武田副会長


